

































































































































































































・ ・ ・ ・ ・
重し合いながら共生する社会を実現するため、障害者の自立及び社会参加の支援等の
ための施策に関し、基本原則を定め、及び国、地方公共団体等の責務を明らかにすると
ともに、障害者の自立及び社会参加の支援等のための施策の基本となる事項を定めるこ
と等により、障害者の自立及び社会参加の支援等のための施策を総合的かつ計画的に推
進することを目的とする。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（傍点引用者）
 
　この条項の中の「個人として尊重」されることや「尊重し合い」という表現からもわか
るように、自己尊重と他者尊重が基本となっている。この他にも、たとえば、自己に関す
る情報をコントロールするプライバシーの権利や、健康で快適な生活を維持する条件とし
てのよい環境を享受することを目的とする環境権などが、一般に新しい人権として注目さ
れてきている。これらも自己尊重と他者尊重がその根本にあると考えられる。
（2）「自己内対話」と「他者対話」
　第２の両者における共通した重要な点と考えられるものが「対話」である。対話には、
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大きく「自己内対話」と「他者対話」とがある。前者はいわゆる内省やリフレクションと
呼ばれるものであり、後者はいわゆる話し合いである。
　人権教育にしろ道徳教育にしろ、両者は教育上極めて重要な教育的役割を担っていると
考えられる。先の人権教育の人間観において、私たちは言葉（ロゴス）を通して訴えるわ
けであり、対話の重要性もそこに起因していると述べたが、マララさんの事例のように個
人の訴えがさらに大きく広がりをみせ、一つの人権問題として世界中で議論されることに
なっていくわけである。学校における人権教育でも、こうしたさまざまな人権問題につい
て、一方では、たとえば「教育を受ける権利」とは何かなど個人的に自問自答することも
あるし、また他方では、その問題をめぐって他者と話し合っていくことも当然ありうるわ
けである。
　道徳教育においても、道徳教育の基本は、児童生徒個々人の道徳的主体性の育成であり、
その意味で、道徳の時間でも、児童・生徒一人一人が道徳的価値としっかりと向き合い、
自問して、自己内対話を行っていくことが原点である。だが、学校という場で道徳教育を
学ぶ意義は、さらにすすんで、集団の中でさまざまな価値観をもった仲間と対話（他者対
話）し、意見、異見を交わしながらよりよい考えを追求していくところにあると考えられ
る。つまり、「自己内対話」と「他者対話（話し合い）」とを、いかにダイナミックに連動
させて授業を展開していくかを考えていくことが重要となる。その意味で、いわゆる道徳
の授業において話し合い活動などの言語活動を充実させていくことは重要であるといえる。
　道徳の授業においては、児童・生徒が問題意識をもち、意欲的に考え、主体的に話し合
うことができるよう、ねらい、児童の実態、資料や学習指導過程などに応じて、発問、話
し合い、書く活動、聴く活動、さらにはさまざまな表現活動など指導方法の工夫が求めら
れる。また、道徳の時間では、資料や体験などから感じたこと、考えたことをまとめ、発
表し合ったり、討論や討議などにより意見の異なる人の考えに接し、協同的に議論したり、
考えをまとめたりするなど、言葉の能力を総動員させて学習に取り組ませることが大切と
なる。
　私たちは、普通、さまざまな問題や話題について話し合うことにより、同じ意見や異なっ
た意見を出し合うことにより、最終的に完全な一致はできなくとも、ともに話し合ったこ
とにより共通な部分をふくらませることができます。また、理解は十分できなくとも相手
の立場や思いに気づき、それらの過程を通して一人では到達し得ない高みに至ることもで
きる。こうした点に、話し合いの意義があると考えられる。
　では、何のために対話（話し合い）するのだろうか。その目的はいくつか考えられる。
第１は、自己変革ということである。すなわち、他者と話し合うことにより、自分自身が
深まったり、変化したりすることである。これは、先にも紹介した道徳は本来個人の問題
であることにも関連する。第２は、新たな創造である。各個人が理性的な「訴え」により、
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さまざまな意見・異見を出し合って、たとえひとつの結論にいたらなくても、英知を出し
合い、一人では到達し得ないよりよい考えなどを創造していくということである。そして
第３は、互いに人間としての認め合い、よりよい人間関係の構築し寛容な心を養っていく
ことである。つまり、話し合いのプロセスを通じて互いの信頼・親睦を深め、共通の目的
に向かって、よりよいものを生み出す仲間として互いの訴えを認め合いながらよりよい人
間関係を構築していくことである。
　「道徳を教えること、それは道徳について説教することでも、道徳をたたき込むことで
もない。それは、道徳を（科学的に）説明することなのだ。」――これは20世紀初頭に、
社会学者エミール・デュルケム（Émile Durkheim）によってなされた有名な定義である。
このデュルケムの定義は古くて新しい。すなわち、「説明すること」とは、先に述べた人
間の「訴え」にも関係するものであり、討論し他者の意見に耳を傾けるという科学の基本
的態度をもって、多様な物事や価値観をその多様性のもとに、一方で語り一方で受け入れ
ようとするコミュニケ－ションが「説明」である。そして、このようなコミュニケ－ショ
ンを可能とするのは、自分と他者とを人間として尊重しようとする、双方の意識と態度で
ある。　
５　これからの人権教育と道徳教育を考える
　　　～「尊重」の価値を育み、「対話」を実践する教育をめざして～
　では最後に、今後学校における人権教育と道徳教育の役割について考えてみたい。
　まず第１は、道徳教育も人権教育も、本来学校教育全体で組織的・計画的に取り組んで
行かなければならないということである。今回改正された「学習指導要領」の総則におい
ても、「学校における道徳教育は，道徳の時間を要として学校の教育活動全体を通じて行
うもの」と明記されており、また人権教育でも「学校における人権教育の取組の視点」と
して、「人権感覚を身に付けるためには、学級をはじめ学校生活全体の中で自らの大切さ
や他の人の大切さが認められていることを児童・生徒自身が実感できるような状況を生み
出すことが肝要である。」と同様に明記されている。もちろん学校教育全体で取り組んで
いく場合、家庭や地域との連携を図りながら目標を共有し、実践していくことが重要であ
ることは言うまでもない。
　第２は、学校教育全体で取り組んでいく場合、道徳でも人権でも、これまで述べてきた
ような人間はみな潜在的によりよく生きようとしているのであり、そうした人間観を共有
し、また根本に据えて、「尊重」と「対話」を中核的価値として共通理解を図っていって
はどうかということである。道徳教育と人権教育の独自性はありながらも、先にも述べた
ように、根本的には人間の生き方や生命、生活にかかわることであるわけであり、共通の
重点課題を掲げて学校全体で取り組んでいくことは大いに意義があると考えられる。
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　第３は、具体的な授業を計画していく場合、自己尊重や他者尊重を育んでいくために、
できるだけ多くの対話の場を設け、また児童・生徒が主体的に考え合う具体的状況を作っ
ていくことが重要であるということである。道徳教育の場合では、学習指導要領改訂にと
もない、社会の持続可能な発展などの（中学校、科学技術の発展と生命倫理との関係や社
会）社会の現代的な課題の扱いにも留意し，身近な社会的課題を自分との関係において考
え，それらの解決に寄与しようとする意欲や態度を育てるように努めることが求められて
おり、児童・生徒自らが考え，理解し，主体的に学習に取り組むことができるアクティブ・
ラーニングが提唱されている。また人権教育においても、他の人とともによりよく生きよ
うとする態度や集団生活における規範等を尊重し義務や責任を果たす態度、具体的な人権
問題に直面してそれを解決しようとする実践的な行動力などを、児童・生徒が修得してい
くことが大切であるとして、各学校において、教育活動全体を通じて、他の人の立場に立っ
てその人に必要なことやその人の考えや気持ちなどがわかるような想像力、共感的に理解
する力や、考えや気持ちを適切かつ豊かに表現し、また、的確に理解することができるよ
うな、伝え合い、わかり合うためのコミュニケーション能力やそのための技能のような力
や技能などを総合的にバランスよく培うことが求められている。さらに、人権教育も道徳
教育も単独ではなく、他教科や領域と連携しながら行っていくことも、年間指導計画など
を立てていく場合重要な視点であると言わなければならない。
６　おわりに
　以上、本論では道徳教育と人権教育の関連性について、特に「尊重」と「対話」の観点
から両者の役割について論じてきた。これまでの長い歴史の中で、両者の教育が果たして
きた役割は重要であり、今後も一層その重要さは増してくるように思われる。道徳にしろ
人権にしろ、高度情報化社会や地球規模でのさまざまな問題が発生している今日、当然人
間の生活や生き方もこれまで以上に複雑化してくることが予想される。そうした中で、本
来、道徳教育と人権教育とは、教育の中でも人間の生き方や生活の根本に関わるものであ
るわけであり、これら２つの教育が学校における中核となり、そこに道徳的、人権的文化
形成を図っていくことが今日最も重要な課題の１つではないかと筆者は考えている。その
ためには、道徳教育と人権教育が共通の理念を掲げ、本論で掲げた「尊重」と「対話」を
重点課題として、学校全体で、また家庭・地域と連携を図りながら実現していくことこそ
今求められているのではないかと考える。
注
１）村井　実『人間の権利』講談社、1964年、p.36、p.76。
２）http://imp.asahi.com 朝日デジタル参照、2013年７月。
３）トーマス・リコーナ『リコーナ博士のこころの教育論』慶應義塾大学出版会、1997年、p.48。
４）同上書、p.49。
